


外湯分布による分類 中心外湯維持型 散在外湯維持型 散在外湯喪失型

概念図

明治期の外湯分布 中心型 散在型 散在型

共同湯同士の関係 中心外湯＞その他 パラレル -

特徴
温泉街の中心に位置する有力な
共同湯を維持

温泉街の各地区に散在する共
同湯を維持

散在する共同湯を喪失

事例
草津、山中、山代、飯坂、道後、
有馬、日奈久、武雄

俵山、雲仙、四万、城崎、上山、
蔵王、紀伊白浜、野沢、銀山、渋

那須湯元、修善寺、小浜



小路引き込
み型, 4, 3%

分岐点型,
35, 29%

曲部型, 12,
10%

路地引き込
み型, 4, 3%

突き当たり
型, 3, 2%

ロータリー
型, 6, 5%

直線部型,
55, 46%

その他, 2,
2%
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その他建築, 66,
55%

現代的浴場建築,
17, 14%

歴史的浴場建築,
3, 2%

現代的建築, 35,
29%



 温泉地シンボル 地区シンボル
温泉街類型 中心共同湯維持 散在共同湯系
共同湯 中心的共同湯 共同湯
立地 温泉街 温泉街
隣接街路 繁華街路 繁華街路

接し方
ロータリー
分岐路

分岐路
小路引き込み
曲部
直線部

建築タイプ
伝統的浴場建築
現代的浴場建築

伝統的浴場建築
現代的浴場建築

事例

菊の湯（山中）、道
後温泉本館、武雄
温泉、鯖湖湯（飯
坂）、白旗の湯（草
津）

綿の湯、信玄の湯（渋）、
上寺湯、大湯、河原湯（野
沢）、一の湯、まんだら
湯、御所の湯（城崎）、竹
瓦温泉（別府）など



日常利用 観光利用
立地 住宅地 温泉街

隣接街路 - 繁華街路
共同湯の集積 - 有

料金 安価 -
利用システム - 宿泊客むけ有
観光資源性 - 有

事例

飯坂、上山、草津、
野沢、渋、日奈久、
四万、三朝、紀伊白
浜、雲仙など

城崎、俵山、渋、野
沢




